
 

 
平成 25 年 12 月 20 日 

各      位 
会 社 名 株式会社ヴィア・ホールディングス 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  大 場  典 彦 

 （ J A S D A Q ・ コ ー ド 7 9 1 8 ）

問い合わせ先 役職・氏名 取締役 今井 将和

 電 話 番 号 0 3－ 5 1 5 5－ 6 8 0 1
 

 

（訂正）「平成 23 年 3 月期 第 3 四半期決算短信［日本基準］（連結）」 

の一部訂正について 
 
 

当社は、平成 25 年 12 月 6 日付けにて「誤謬により不適切な会計処理が行われたことの判明

及び社内調査委員会の設置についてのお知らせ」を公表いたしましたとおり、過去の会計処理

に一部誤りがあることが判明し、本件に関して社内調査委員会による調査を実施してまいりま

した。この調査結果につきましては、本日公表いたしました「社内調査報告書の提出に関する

お知らせ」をご参照ください。 
その結果、当社が平成 23 年 2 月 14 日に公表いたしました「平成 23 年 3 月期 第 3 四半期決

算短信［日本基準］（連結）」を訂正することとなりましたので、お知らせいたします。 
なお、訂正箇所が多数に上るため、訂正前及び訂正後の全文をそれぞれ添付し、訂正箇所に

は下線＿を付して表示しております。 
 
 
 

以 上 



  

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

  

  

  

  

  

  

(注)当四半期における配当予想の修正有無 無 

  

(注)当四半期における業績予想の修正有無 無 
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代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)大場 典彦
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四半期報告書提出予定日 平成23年2月14日 配当支払開始予定日 ―
 

（百万円未満切捨て）
 

１．平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日）

（１）連結経営成績(累計)
 

(％表示は、対前年同四半期増減率)
 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 28,531 △5.9 668 27.4 508 45.6 △472 ―

22年3月期第3四半期 30,318 △11.2 524 △50.4 348 △67.7 △274 ―
 

1株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり 

四半期純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △19.47 ―
22年3月期第3四半期 △11.33 ―

 

（２）連結財政状態
 

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 29,108 6,633 14.2 273.02
22年3月期 29,575 7,216 16.0 297.17

 

(参考) 自己資本 23年3月期第3四半期 4,132百万円 22年3月期 4,719百万円
 

２．配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 5.00 5.00

23年3月期 ― ― ―

23年3月期(予想) 5.00 5.00
 

３．平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 △4.6 1,000 63.3 750 103.3 △500 △7.0 △20.59
 

【訂正後】



  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。この四半期決算短信

の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

に関連する事項は、四半期決算短信[添付資料]３ページ「１.(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧くださ

い。 

  

４．その他（詳細は、[添付資料]４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 無

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 無

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期3Ｑ 24,299,200株 22年3月期 24,287,200株

② 期末自己株式数 23年3月期3Ｑ 2,426株 22年3月期 2,367株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Ｑ 24,289,914株 22年3月期3Ｑ 24,267,347株
 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア向けの輸出や生産の増加により景気持ち直しの動きは

みられるものの、円高の進行による企業収益への影響や経済対策の縮小による消費への影響など、先行きが不透明

な状況のまま推移しております。当社の中核事業である外食業界においても雇用環境や個人消費を取り巻く状況は

未だ改善が進む兆しが見えないなか、低価格業態を中心とした競争の激化による引き続き厳しい状況が続いており

ます。 

こうした厳しい経済環境にありながらも、中期的な成長と拡大に向け「既存事業のバリューアップによる基礎収

益力の向上」「本部機能の集中化による価値競争力の向上」「内部統制の推進によるマネジメント力の向上」の３

つを基本戦略とし、景気低迷期における収益体質の強化をさらに進めております。 

また、９月からはグループ全社的取組みとして「コスト削減プロジェクト」を立ち上げ、企業規模を活かした購

買単価の見直しをはじめ、賃料適正化や本部コストの低減といった継続的な収益体質の強化を図っております。 

これらの結果、当第３四半期（９ヶ月）の当社グループの売上高は28,531百万円（前年同四半期比5.9％減）、

営業利益は668百万円（同27.4％増）、経常利益は508百万円（同45.6％増）、四半期純損失は472百万円（同198百

万円増）となりました。 

セグメント別の業績は以下のとおりです。 

当第３四半期（９ヶ月）における外食サービス事業においては、備長扇屋13店、日本橋紅とん６店、ぼちぼち１

店の合計20店を新たに出店いたしました。一方で競争がより一層激しさを増す経営環境のなか、12月の商盛期を含

む当第３四半期（３ヶ月）においては、店舗での機会損失を無くすとともに宴会の獲得に向けた積極的な販促活動

を行なってまいりましたが、売上高前年比を回復するには至りませんでした。その結果、売上高は25,924百万円

（前年同四半期比6.3％減）となり、営業利益は824百万円（同32.8％減）となりました。 

当第３四半期（９ヶ月）における印刷流通事業については、与信管理の機能強化により取り立て不能債権の発生

を極小とする組織体制の整備が完了し、基礎的な収益体質への改善が進んだことにより安定的な収益の確保ができ

ました。その結果、売上高は2,606百万円（前年同四半期比1.3％減）、営業利益は110百万円（同393百万円増）と

なりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ466百万円減少し、29,108百万円とな

りました。これは、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が1,115百万円増加したこと、有形固定資産が563百万

円減少したこと、無形固定資産が224百万円減少したこと、敷金及び保証金が496百万円減少したこと等によるもの

であります。 

一方、負債の部では、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金が193百万円増加したこと等により、負債

合計は前連結会計年度末に比べ116百万円増加し、22,474百万円となりました。 

純資産の部は、利益剰余金が剰余金の配当により121百万円減少したこと、四半期純損失により472百万円減少し

たこと等により、純資産合計は前連結会計年度末に比べ583百万円減少し、6,633百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は14.2％、１株当たり純資産は273円02銭となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

営業活動の結果得られた資金は、税金等調整前四半期純損失 304百万円、減価償却費 1,207百万円、のれん償却

費 315百万円、減損損失 267百万円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 258百万円、固定資産除売却損失 

112百万円等により、1,816百万円の資金収入となりました。 

投資活動の結果支出した資金は、既存店舗のリニューアルや新規出店等に伴う固定資産取得による支出 868百万

円、敷金・保証金の返還による収入 310百万円等により、613百万円の資金支出となりました。 

財務活動の結果得られた資金は、短期借入金の増加 657百万円、長期借入金の増加 3,780百万円、長期借入金の

返済 4,786百万円等により、87百万円の資金支出となりました。 

以上の結果、当四半期末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ1,115百万円増加し、

2,037百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

㈱ヴィア・ホールディングス（7918）　平成23年3月期　第3四半期決算短信

- 2 -



  

現時点において「平成23年３月期の連結業績予想」の売上高、営業利益、経常利益および当期純利益について、

平成22年５月14日の決算短信で発表した公表数値に変更はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び、「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間において、営業利益及び経常利益はそれぞれ24百万円減少し、税金等

調整前四半期純損失は282百万円増加しております。 

また、当社の資産除去債務は建物等の賃借契約の原状回復義務に関するものであり、当該賃借契約に関する敷

金が資産に計上されていることから、当該資産除去債務の負債計上及びこれに対応する除去費用の資産計上に代

えて、当該敷金の回収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち過年度及び当期の負

担に属する金額を損失及び費用に計上する方法を採用しております。 

  

  

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,037 922

受取手形及び売掛金 1,442 1,336

商品及び製品 45 67

仕掛品 65 56

原材料及び貯蔵品 260 232

繰延税金資産 116 188

その他 946 1,183

貸倒引当金 △33 △37

流動資産合計 4,881 3,949

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,296 10,445

機械装置及び運搬具（純額） 584 659

工具、器具及び備品（純額） 819 906

リース資産（純額） 467 530

土地 2,500 2,500

建設仮勘定 3 192

有形固定資産合計 14,671 15,235

無形固定資産

のれん 1,879 2,194

その他 562 470

無形固定資産合計 2,441 2,665

投資その他の資産

投資有価証券 1,160 1,169

長期貸付金 436 498

敷金及び保証金 4,080 4,577

繰延税金資産 1,292 1,293

その他 313 356

貸倒引当金 △169 △170

投資その他の資産合計 7,114 7,724

固定資産合計 24,226 25,625

繰延資産 0 0

資産合計 29,108 29,575
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,747 2,554

短期借入金 7,465 7,329

未払金 621 697

未払費用 982 851

未払法人税等 45 91

賞与引当金 130 210

その他 751 647

流動負債合計 12,744 12,382

固定負債

社債 30 40

長期借入金 7,768 8,253

その他 1,932 1,683

固定負債合計 9,730 9,976

負債合計 22,474 22,358

純資産の部

株主資本

資本金 2,757 2,752

資本剰余金 2,759 2,754

利益剰余金 △1,301 △707

自己株式 △1 △1

株主資本合計 4,213 4,797

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △80 △78

評価・換算差額等合計 △80 △78

新株予約権 100 97

少数株主持分 2,400 2,400

純資産合計 6,633 7,216

負債純資産合計 29,108 29,575
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 30,318 28,531

売上原価 10,719 10,070

売上総利益 19,599 18,460

販売費及び一般管理費 19,074 17,792

営業利益 524 668

営業外収益

受取利息及び配当金 23 23

その他 78 116

営業外収益合計 101 140

営業外費用

支払利息 263 287

その他 14 13

営業外費用合計 277 300

経常利益 348 508

特別利益

固定資産売却益 0 2

投資有価証券売却益 16 －

新株予約権戻入益 － 14

その他 0 0

特別利益合計 17 16

特別損失

固定資産除却損 65 113

投資有価証券評価損 32 5

減損損失 186 267

店舗閉鎖損失 51 135

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 258

その他 48 48

特別損失合計 385 829

税金等調整前四半期純損失（△） △19 △304

法人税、住民税及び事業税 162 94

法人税等調整額 93 74

法人税等合計 255 168

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △472

四半期純損失（△） △274 △472
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【第３四半期連結会計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 10,119 9,664

売上原価 3,576 3,406

売上総利益 6,542 6,257

販売費及び一般管理費 6,201 5,936

営業利益 341 321

営業外収益

受取利息及び配当金 9 10

その他 24 42

営業外収益合計 33 53

営業外費用

支払利息 91 96

その他 4 2

営業外費用合計 96 99

経常利益 278 274

特別利益

投資有価証券売却益 16 －

その他 0 0

特別利益合計 16 0

特別損失

固定資産除却損 51 1

減損損失 4 1

店舗閉鎖損失 14 △7

その他 37 6

特別損失合計 108 1

税金等調整前四半期純利益 186 273

法人税、住民税及び事業税 49 16

法人税等調整額 82 122

法人税等合計 131 138

少数株主損益調整前四半期純利益 － 135

四半期純利益 55 135
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △19 △304

減価償却費 1,248 1,207

のれん償却額 328 315

減損損失 186 267

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 258

貸倒引当金の増減額（△は減少） 351 △5

賞与引当金の増減額（△は減少） △214 △80

新株予約権発行に伴うみなし人件費 18 19

受取利息及び受取配当金 △23 △23

支払利息 263 287

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 16 5

固定資産除売却損益（△は益） 65 112

売上債権の増減額（△は増加） 57 △105

たな卸資産の増減額（△は増加） △50 △15

その他の流動資産の増減額（△は増加） △152 △6

仕入債務の増減額（△は減少） 176 193

その他の流動負債の増減額（△は減少） 203 188

その他 △246 △178

小計 2,207 2,136

利息及び配当金の受取額 23 23

利息の支払額 △272 △306

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △414 △37

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,543 1,816

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,026 △868

有形固定資産の売却による収入 17 2

無形固定資産の取得による支出 △31 △63

投資有価証券の取得による支出 △719 △0

投資有価証券の売却による収入 49 －

短期貸付金の増減額（△は増加） △6 △2

長期貸付金の回収による収入 42 62

長期未収入金の増減額（△は増加） △3 12

敷金及び保証金の差入による支出 △66 △90

敷金及び保証金の回収による収入 244 310

預り保証金の返還による支出 △0 △15

預り保証金の受入による収入 29 14

その他 △45 24

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,518 △613
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △209 657

長期借入れによる収入 5,432 3,780

長期借入金の返済による支出 △4,309 △4,786

長期未払金の増加による収入 190 648

長期未払金の返済による支出 △87 △118

リース債務の返済による支出 △95 △147

社債の償還による支出 △10 △10

株式の発行による収入 13 8

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △119 △119

財務活動によるキャッシュ・フロー 804 △87

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 830 1,115

現金及び現金同等物の期首残高 1,265 922

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,095 2,037
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該当事項はありません。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21年３月27

日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  平成20年３月21日)

を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、各連結子会社別に取り扱う製品・サービスについて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。従って当社は各連結子会社を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「外食サービス事

業」及び「印刷流通事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「外食サービス事業」は、居酒屋やレストラン等の飲食店を運営しております。「印刷流通事業」は書籍・雑誌

及び商業印刷物の印刷、物販流通資材販売、デジタル技術によるオーサリング・携帯端末等への配信を行っており

ます。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

(注)１．セグメント利益の調整額△266百万円には、セグメント間取引消去702百万円、のれん償却額△267百万円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△702百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない提出会社の管理部門等に係る費用であります。 

  ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

外食サービス事業において、一部の店舗について固定資産簿価の回収が困難であると判断し、267百万円の減

損損失を計上しております。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計

調整額 
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２

外食サービ
ス事業

印刷流通事
業

計

売上高

  外部顧客への売上高 25,924 2,606 28,531 ─ 28,531 ─ 28,531

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

74 126 201 ─ 201 △201 ─

計 25,999 2,733 28,732 ─ 28,732 △201 28,531

セグメント利益 824 110 934 ─ 934 △266 668
 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

  

  

  

  

  

  

(注)当四半期における配当予想の修正有無 無 

  

(注)当四半期における業績予想の修正有無 無 

  

 

平成23年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成23年2月14日

 

上 場 会 社 名 株式会社ヴィア・ホールディングス 上場取引所 大
 

コ ー ド 番 号 7918 URL http://www.via-hd.co.jp
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)大場 典彦
問合せ先責任者 (役職名)取締役 (氏名)能仁 一朗 TEL 03-5155-6801
 

四半期報告書提出予定日 平成23年2月14日 配当支払開始予定日 ―
 

（百万円未満切捨て）
 

１．平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日）

（１）連結経営成績(累計)
 

(％表示は、対前年同四半期増減率)
 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 28,531 △5.9 668 27.4 508 45.6 △342 ―

22年3月期第3四半期 30,318 △11.2 524 △50.4 348 △67.7 △274 ―
 

1株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり 

四半期純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △14.11 ―
22年3月期第3四半期 △11.33 ―

 

（２）連結財政状態
 

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 29,238 6,763 14.6 278.38
22年3月期 29,575 7,216 16.0 297.17

 

(参考) 自己資本 23年3月期第3四半期 4,263百万円 22年3月期 4,719百万円
 

２．配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 5.00 5.00

23年3月期 ― ― ―

23年3月期(予想) 5.00 5.00
 

３．平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 △4.6 1,000 63.3 750 103.3 △500 △7.0 △20.59
 

【訂正前】



  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。この四半期決算短信

の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

に関連する事項は、四半期決算短信[添付資料]３ページ「１.(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧くださ

い。 

  

４．その他（詳細は、[添付資料]４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 無

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 無

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期3Ｑ 24,299,200株 22年3月期 24,287,200株

② 期末自己株式数 23年3月期3Ｑ 2,426株 22年3月期 2,367株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Ｑ 24,289,914株 22年3月期3Ｑ 24,267,347株
 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項



1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………２ 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 …………………………………………………２ 
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2. その他の情報 ……………………………………………………………………………４ 
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア向けの輸出や生産の増加により景気持ち直しの動きは

みられるものの、円高の進行による企業収益への影響や経済対策の縮小による消費への影響など、先行きが不透明

な状況のまま推移しております。当社の中核事業である外食業界においても雇用環境や個人消費を取り巻く状況は

未だ改善が進む兆しが見えないなか、低価格業態を中心とした競争の激化による引き続き厳しい状況が続いており

ます。 

こうした厳しい経済環境にありながらも、中期的な成長と拡大に向け「既存事業のバリューアップによる基礎収

益力の向上」「本部機能の集中化による価値競争力の向上」「内部統制の推進によるマネジメント力の向上」の３

つを基本戦略とし、景気低迷期における収益体質の強化をさらに進めております。 

また、９月からはグループ全社的取組みとして「コスト削減プロジェクト」を立ち上げ、企業規模を活かした購

買単価の見直しをはじめ、賃料適正化や本部コストの低減といった継続的な収益体質の強化を図っております。 

これらの結果、当第３四半期（９ヶ月）の当社グループの売上高は28,531百万円（前年同四半期比5.9％減）、

営業利益は668百万円（同27.4％増）、経常利益は508百万円（同45.6％増）、四半期純損失は342百万円（同24.7％

増）となりました。 

セグメント別の業績は以下のとおりです。 

当第３四半期（９ヶ月）における外食サービス事業においては、備長扇屋13店、日本橋紅とん６店、ぼちぼち１

店の合計20店を新たに出店いたしました。一方で競争がより一層激しさを増す経営環境のなか、12月の商盛期を含

む当第３四半期（３ヶ月）においては、店舗での機会損失を無くすとともに宴会の獲得に向けた積極的な販促活動

を行なってまいりましたが、売上高前年比を回復するには至りませんでした。その結果、売上高は25,924百万円

（前年同四半期比6.3％減）となり、営業利益は824百万円（同32.8％減）となりました。 

当第３四半期（９ヶ月）における印刷流通事業については、与信管理の機能強化により取り立て不能債権の発生

を極小とする組織体制の整備が完了し、基礎的な収益体質への改善が進んだことにより安定的な収益の確保ができ

ました。その結果、売上高は2,606百万円（前年同四半期比1.3％減）、営業利益は110百万円（同393百万円増）と

なりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ336百万円減少し、29,238百万円とな

りました。これは、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が1,115百万円増加したこと、有形固定資産が563百万

円減少したこと、無形固定資産が224百万円減少したこと、敷金及び保証金が496百万円減少したこと等によるもの

であります。 

一方、負債の部では、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金が193百万円増加したこと等により、負債

合計は前連結会計年度末に比べ116百万円増加し、22,474百万円となりました。 

純資産の部は、利益剰余金が剰余金の配当により121百万円減少したこと、四半期純損失により342百万円減少し

たこと等により、純資産合計は前連結会計年度末に比べ453百万円減少し、6,763百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は14.6％、１株当たり純資産は278円38銭となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

営業活動の結果得られた資金は、税金等調整前四半期純損失 304百万円、減価償却費 1,207百万円、のれん償却

費 315百万円、減損損失 267百万円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 258百万円、固定資産除売却損失 

112百万円等により、1,816百万円の資金収入となりました。 

投資活動の結果支出した資金は、既存店舗のリニューアルや新規出店等に伴う固定資産取得による支出 868百万

円、敷金・保証金の返還による収入 310百万円等により、613百万円の資金支出となりました。 

財務活動の結果得られた資金は、短期借入金の増加 657百万円、長期借入金の増加 3,780百万円、長期借入金の

返済 4,786百万円等により、87百万円の資金支出となりました。 

以上の結果、当四半期末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ1,115百万円増加し、

2,037百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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現時点において「平成23年３月期の連結業績予想」の売上高、営業利益、経常利益および当期純利益について、

平成22年５月14日の決算短信で発表した公表数値に変更はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び、「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間において、営業利益及び経常利益はそれぞれ24百万円減少し、税金等

調整前四半期純損失は282百万円増加しております。 

また、当社の資産除去債務は建物等の賃借契約の原状回復義務に関するものであり、当該賃借契約に関する敷

金が資産に計上されていることから、当該資産除去債務の負債計上及びこれに対応する除去費用の資産計上に代

えて、当該敷金の回収が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち過年度及び当期の負

担に属する金額を損失及び費用に計上する方法を採用しております。 

  

  

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

㈱ヴィア・ホールディングス（7918）　平成23年3月期　第3四半期決算短信

- 4 -



3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,037 922

受取手形及び売掛金 1,442 1,336

商品及び製品 45 67

仕掛品 65 56

原材料及び貯蔵品 260 232

繰延税金資産 116 188

その他 946 1,183

貸倒引当金 △33 △37

流動資産合計 4,881 3,949

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,296 10,445

機械装置及び運搬具（純額） 584 659

工具、器具及び備品（純額） 819 906

リース資産（純額） 467 530

土地 2,500 2,500

建設仮勘定 3 192

有形固定資産合計 14,671 15,235

無形固定資産

のれん 1,879 2,194

その他 562 470

無形固定資産合計 2,441 2,665

投資その他の資産

投資有価証券 1,160 1,169

長期貸付金 436 498

敷金及び保証金 4,080 4,577

繰延税金資産 1,423 1,293

その他 313 356

貸倒引当金 △169 △170

投資その他の資産合計 7,244 7,724

固定資産合計 24,356 25,625

繰延資産 0 0

資産合計 29,238 29,575
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,747 2,554

短期借入金 7,465 7,329

未払金 621 697

未払費用 982 851

未払法人税等 45 91

賞与引当金 130 210

その他 751 647

流動負債合計 12,744 12,382

固定負債

社債 30 40

長期借入金 7,768 8,253

その他 1,932 1,683

固定負債合計 9,730 9,976

負債合計 22,474 22,358

純資産の部

株主資本

資本金 2,757 2,752

資本剰余金 2,759 2,754

利益剰余金 △1,171 △707

自己株式 △1 △1

株主資本合計 4,343 4,797

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △80 △78

評価・換算差額等合計 △80 △78

新株予約権 100 97

少数株主持分 2,400 2,400

純資産合計 6,763 7,216

負債純資産合計 29,238 29,575
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 30,318 28,531

売上原価 10,719 10,070

売上総利益 19,599 18,460

販売費及び一般管理費 19,074 17,792

営業利益 524 668

営業外収益

受取利息及び配当金 23 23

その他 78 116

営業外収益合計 101 140

営業外費用

支払利息 263 287

その他 14 13

営業外費用合計 277 300

経常利益 348 508

特別利益

固定資産売却益 0 2

投資有価証券売却益 16 －

新株予約権戻入益 － 14

その他 0 0

特別利益合計 17 16

特別損失

固定資産除却損 65 113

投資有価証券評価損 32 5

減損損失 186 267

店舗閉鎖損失 51 135

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 258

その他 48 48

特別損失合計 385 829

税金等調整前四半期純損失（△） △19 △304

法人税、住民税及び事業税 162 94

法人税等調整額 93 △56

法人税等合計 255 38

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △342

四半期純損失（△） △274 △342
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【第３四半期連結会計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 10,119 9,664

売上原価 3,576 3,406

売上総利益 6,542 6,257

販売費及び一般管理費 6,201 5,936

営業利益 341 321

営業外収益

受取利息及び配当金 9 10

その他 24 42

営業外収益合計 33 53

営業外費用

支払利息 91 96

その他 4 2

営業外費用合計 96 99

経常利益 278 274

特別利益

投資有価証券売却益 16 －

その他 0 0

特別利益合計 16 0

特別損失

固定資産除却損 51 1

減損損失 4 1

店舗閉鎖損失 14 △7

その他 37 6

特別損失合計 108 1

税金等調整前四半期純利益 186 273

法人税、住民税及び事業税 49 16

法人税等調整額 82 120

法人税等合計 131 136

少数株主損益調整前四半期純利益 － 136

四半期純利益 55 136
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △19 △304

減価償却費 1,248 1,207

のれん償却額 328 315

減損損失 186 267

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 258

貸倒引当金の増減額（△は減少） 351 △5

賞与引当金の増減額（△は減少） △214 △80

新株予約権発行に伴うみなし人件費 18 19

受取利息及び受取配当金 △23 △23

支払利息 263 287

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 16 5

固定資産除売却損益（△は益） 65 112

売上債権の増減額（△は増加） 57 △105

たな卸資産の増減額（△は増加） △50 △15

その他の流動資産の増減額（△は増加） △152 △6

仕入債務の増減額（△は減少） 176 193

その他の流動負債の増減額（△は減少） 203 188

その他 △246 △178

小計 2,207 2,136

利息及び配当金の受取額 23 23

利息の支払額 △272 △306

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △414 △37

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,543 1,816

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,026 △868

有形固定資産の売却による収入 17 2

無形固定資産の取得による支出 △31 △63

投資有価証券の取得による支出 △719 △0

投資有価証券の売却による収入 49 －

短期貸付金の増減額（△は増加） △6 △2

長期貸付金の回収による収入 42 62

長期未収入金の増減額（△は増加） △3 12

敷金及び保証金の差入による支出 △66 △90

敷金及び保証金の回収による収入 244 310

預り保証金の返還による支出 △0 △15

預り保証金の受入による収入 29 14

その他 △45 24

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,518 △613
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △209 657

長期借入れによる収入 5,432 3,780

長期借入金の返済による支出 △4,309 △4,786

長期未払金の増加による収入 190 648

長期未払金の返済による支出 △87 △118

リース債務の返済による支出 △95 △147

社債の償還による支出 △10 △10

株式の発行による収入 13 8

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △119 △119

財務活動によるキャッシュ・フロー 804 △87

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 830 1,115

現金及び現金同等物の期首残高 1,265 922

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,095 2,037
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該当事項はありません。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21年３月27

日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  平成20年３月21日)

を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、各連結子会社別に取り扱う製品・サービスについて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。従って当社は各連結子会社を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「外食サービス事

業」及び「印刷流通事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「外食サービス事業」は、居酒屋やレストラン等の飲食店を運営しております。「印刷流通事業」は書籍・雑誌

及び商業印刷物の印刷、物販流通資材販売、デジタル技術によるオーサリング・携帯端末等への配信を行っており

ます。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

(注)１．セグメント利益の調整額△266百万円には、セグメント間取引消去702百万円、のれん償却額△267百万円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△702百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない提出会社の管理部門等に係る費用であります。 

  ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

外食サービス事業において、一部の店舗について固定資産簿価の回収が困難であると判断し、267百万円の減

損損失を計上しております。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計

調整額 
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２

外食サービ
ス事業

印刷流通事
業

計

売上高

  外部顧客への売上高 25,924 2,606 28,531 ─ 28,531 ─ 28,531

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

74 126 201 ─ 201 △201 ─

計 25,999 2,733 28,732 ─ 28,732 △201 28,531

セグメント利益 824 110 934 ─ 934 △266 668
 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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